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〈表紙〉

８月９日、「おもしろ科学実験」を開催しました。

本事業は、子供たちの科学への興味・関心を喚起することを目

的として平成12年度から毎年夏休みに開催しています。

今年は協賛の北海道電力㈱北見支店の実験を含め19のテーマが

用意され、約500人の小・中学生が参加しました。本学教員、学

生の指導のもと、熱心に実験に取り組んでいました。

略　　　　歴

昭和44年３月　北海道大学大学院工学研究科

土木工学専攻修士課程修了

昭和59年３月　工学博士（北海道大学）

昭和44年３月　北見工業大学工学部講師

昭和46年４月　北見工業大学工学部助教授

平成元年６月　北見工業大学工学部教授

平成６年４月　北見工業大学地域共同研究センター長

平成８年４月　北見工業大学附属図書館長

平成12年４月　北見工業大学副学長

平成16年４月　北見工業大学理事・副学長

平成18年４月　北見工業大学学長補佐

工学部土木開発工学科長

平成20年４月　北見工業大学長
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平
成
　
年
４
月
か
ら
国
立
大
学
法
人
北

20

見
工
業
大
学
の
第
８
代
学
長
を
務
め
て
お

り
ま
す
。

　
昭
和
　
年
に
北
見
工
業
短
期
大
学
と
し

35

て
産
声
を
あ
げ
た
本
学
は
、
平
成
　
年
に

22

は
創
立
　
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

50

　
本
学
で
は
創
立
記
念
行
事
を
　
年
と
　

25

40

年
の
と
き
に
挙
行
し
て
い
ま
す
。

　
創
立
　
周
年
の
と
き
の
記
念
祝
賀
会
に

40

お
い
て
、
来
賓
の
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
い
た
だ

い
た
お
祝
い
の
こ
と
ば
の
な
か
に
、
次
の

よ
う
な
内
容
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て

い
ま
す
。

　「
・
・
・
こ
の
祝
賀
会
に
参
加
す
る
に
あ

た
っ
て
、
知
人
か
ら
　
周
年
と
い
う
中
途

40

半
端
な
年
数
で
記
念
行
事
を
行
う
の
は
、

　
周
年
ま
で
も
た
な
い
か
も
し
れ
な
い
か

50ら
か
、
と
冷
や
か
さ
れ
ま
し
た
・
・
・
」。

　
幸
い
本
学
は
、
そ
の
後
も
充
実
発
展
し
、

　
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

50さ
り
な
が
ら
、
わ
ず
か
８
年
前
の
　
周
年

40

の
と
き
に
比
べ
ま
す
と
、
国
立
大
学
を
取

り
巻
く
環
境
は
法
人
化
に
代
表
さ
れ
ま
す

よ
う
に
激
変
し
て
お
り
、
我
が
国
最
北
に

位
置
す
る
工
学
系
単
科
大
学
で
あ
る
本
学

も
そ
の
大
波
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
で
本
学
は
、
地
元
の

方
々
中
心
に
設
立
い
た
だ
い
た
大
学
後
援

会「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
げ
ん
き
会
」や
１
万
人
を
超
え

る
規
模
に
な
り
ま
し
た
卒
業
生
で
構
成
さ

れ
る
同
窓
会
の
皆
様
方
の
応
援
も
あ
り
、

国
立
大
学
法
人
評
価
委
員
会
に
よ
る
毎
年

度
の
業
務
評
価
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
ほ
か
、
財
務
状
況
な
ど
に
対
す
る
格
付

け
機
関
か
ら
も
　
段
階
中
、
上
か
ら
３
番

20

目
の「
Ａ
Ａ
」と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
加

え
て「
環
境
に
や
さ
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
発
展
」
を
掲
げ
て
い
る
本
学
と
し
て
は

欠
か
せ
な
い
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
の
認
証
も
取
得
す
る
な
ど
着
々
と
実
績

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
北
見
工
業
大
学
教
職
員
全

体
の
意
欲
と
情
熱
と
能
力
を
充
分
に
引
き

出
す
こ
と
で
、
教
育
の
質
を
保
証
し
社
会

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
人
材
を
育
て
、
本
学

な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
研
究
の
一
層
の
飛

躍
・
展
開
を
図
り
、
社
会
に
貢
献
す
る「
北

天
に
光
を
放
つ
北
見
工
業
大
学
」
を
目
指

し
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

[巻頭寄稿]

北天に光を放つ北見工業大学
学　長　　鮎　田　耕　一　
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本
学
図
書
館
の
増
築
お
よ
び
改
修
工
事
が
、
平
成

　
、　

年
度
の
2
年
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
本
年

18

19

（
平
成
　
年
）
2
月
　
日（
日
）
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

20

10

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
工
事
期
間
中
は
、
学
生
、
教
職

員
お
よ
び
市
民
の
皆
様
に
は
、
利
用
上
大
変
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
紙
面
を
借
り
て
、
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
装
の
図
書
館
は
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
て
、

「
学
ぶ
・
集
う
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
を
キ
ー
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
本
学
の
学
生
・
教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
北
見

市
民
の
皆
様
に
も
開
か
れ
た
、
知
的
交
流
・
融
合
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
市
民

の
皆
様
の
活
発
、
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
新
設
し
た
他
、
玄
関

の
階
段
を
ス
ロ
ー
プ
化
す
る
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

配
慮
し
ま
し
た
。
明
る
く
、
綺
麗
で
清
潔
な
建
物
と

な
り
、
道
内
の
他
大
学
図
書
館
関
係
者
か
ら
、
た
い

へ
ん
羨
ま
し
が
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
改
修
部
分
は
、
学
生
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た「
グ

市
民
に
開
か
れ
た

知
の
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

図
書
館
長
　
青
　
木
　
　
清

コミュニケー シションホールョンホール

5Okhotsk Skies

巻
　
頭
　
寄
　
稿

ル
ー
プ
学
習
室
」
を
増
設
し
、
勉
強
、
討
論
の
場
所

を
提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
人
で
静
か
に
学
習
し

た
い
と
の
声
に
応
え
て「
サ
イ
レ
ン
ト
ル
ー
ム
」を
新

設
す
る
な
ど
学
生
の
勉
学
の
場
所
の
拡
充
に
努
め
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
社
会
と
の
知
的
交
流
の
場
と

し
て
、
産
学
官
連
携
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
の「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」
や
、
知
の
拠
点
と
し

て
討
論
や
会
議
等
が
可
能
な「
多
目
的
室
」を
新
設
す

る
な
ど
、
教
育
研
究
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

皆
様
の
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
装
開
館
に
伴
い
、
開
館
時
間
を
、
従
来
の
平
日

「
9
時
か
ら
　
時
ま
で
」
を
、「
9
時
か
ら
　
時
ま
で
」

20

22

に
2
時
間
延
長
し
、
夜
間
利
用
の
便
宜
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
従
来
の
土
、
日
の
他
に
祝
日
を
開
館
日

に
加
え
、　

時
か
ら
　
時
　
分
ま
で
、
閉
館
時
刻
を

10

17

15

　
分
間
、
遅
く
し
ま
し
た
。

45　
本
図
書
館
の
特
徴
は
、
入
館
者
数
が
非
常
に
多
い

こ
と
で
す
。
改
修
前
の
平
成
　
年
度
の
入
館
者
数
は

17

　
万
人
を
超
え
て
お
り
ま
し
た
。
学
生
と
教
職
員
が

20合
計
で
2
千
人
強
で
す
か
ら
、
平
均
す
る
と
、
1
人

当
た
り
、
1
年
間
に
１
０
０
回
近
く
、
ご
入
館
い
た

だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
驚
異
的
な
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
一
同
、
鋭
意
努
力
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
図
書
館
業
務
の
改
善

点
等
に
ご
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮
な

く
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
要
望
に
出
来

る
だ
け
お
答
え
し
、
本
学
の
教
育
研
究
の
発
展
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

コミュニケコミュニケーー ションホール

サイレントルーサイレントルームムグループ学習グループ学習室室

多目的多目的室室閲覧閲覧室室

新着和雑誌コーナ新着和雑誌コーナーー

外外観観
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資料提供：国立極地研究所

南南南南南南南南南南
極極極極極極極極極極
かかかかかかかかかか
らららららららららら
みみみみみみみみみみ
るるるるるるるるるる
地地地地地地地地地地

南
極
か
ら
み
る
地
球球球球球球球球球球球

「オ
ホ
ー
ツ
ク
ス
カ
イ
」
で
は
、
北
見
工
業
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る

価
値
あ
る
独
創
的
な
研
究
を
連
載
し
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

研
究
広
報
シ
リ
ー
ズ
〈
２
〉
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北
見
工
業
大
学
と
南
極

　
ま
も
な
く
創
立
　
周
年
を
迎
え
る
北
見
工
業
大
学
は
、

50

南
極
と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
地
球
規
模
の
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
本
学
か
ら
は
、
延

べ
　
回
南
極
地
域
観
測
に
加
わ
り
、
６
名
の
研
究
者
が

10
越
冬
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　
南
極
に
近
い
大
学
、
北
見
工
業
大
学
の
研
究
の
魅
力

を
紹
介
し
ま
す
。

北
見
工
業
大
学
南
極
地
域
観
測
の
歴
史

　司会　　研究広報シリーズ〈１〉に引き続き、今回も、越冬隊隊員経験や、数多く南極へ行き来をされながら研究観測実

験を行なっていらっしゃる研究者の中から、雪氷科学研究チームの４名の先生にお越しいただきました。

　いよいよ南極での経験についてお話しをお伺いしたいのですが、実際に南極ではどのような実験・研究をされている

のですか？

南極での研究

　高
橋
　　
南
極
で
は
吹

雪
の
観
測
を
１
年
間
毎

日
、
１
日
も
休
ま
ず
に

続
け
ま
し
た
。
南
極
の

み
ず
ほ
基
地（
海
岸
か

ら
２
６
０
㎞
、
標
高
２

２
０
０
ｍ
）
で
大
陸
斜

面
を
冷
気
が
下
り
降
り

る
斜
面
下
降
風
の
た
め

に
毎
日
吹
い
て
い
る
吹

雪
を
観
測
す
る
も
の
で

し
た
。
そ
の
研
究
は
、

吹
雪
が
発
生
す
る
条
件

が
温
度
や
雪
質
に
よ
っ

て
変
化
す
る
、
と
い
う

今
の
研
究
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
目
的
は
、「
吹

雪
の
雪
害
対
策
や
視
程

障
害
対
策
な
ど
社
会
の

た
め
役
立
つ
は
ず
」
と

い
う
の
と
、「
南
極
大

陸
で
は
莫
大
な
量
の
雪

が
輸
送
さ
れ
て
い
て
、

場
所
に
よ
っ
て
は
水
の

移
動
に
対
す
る
寄
与
は
、

氷
の
流
動
に
匹
敵
す
る

は
ず
」
と
い
う
南
極
で

の
直
感
を
確
か
め
る
た

め
で
も
あ
り
ま
し
た
。

北見工業大学研究者の探査・観測ルート



　榎
本
　　
雪
氷
と
気
候
の
変
動
を
調
べ
て
い
ま
す
。
気

候
が
雪
氷
に
与
え
る
影
響
と
、
逆
に
雪
氷
圏
の
存
在
が

気
候
を
安
定
化
さ
せ
た
り
、
変
化
さ
せ
た
り
し
て
い
る

仕
組
み
を
調
べ
て
い
ま
す
。
南
極
の
海
氷
や
積
雪
は
増

え
て
い
る
の
か
減
っ
て
い
る
の
か
、
南
極
大
陸
の
気
温

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
、
ま
た
こ
れ
ら
の
原

因
は
何
か
。
観
測
手
法
と
し
て
、
衛
星
観
測
、
無
人
気

象
観
測
、
現
場
観
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
観
測
装
置
自
体
の
改
良
も
大
事
な
テ
ー
マ
で
す
。

　
２
０
０
７
年
　
月
か
ら
２
０
０
８
年
１
月
に
日
本
と

11

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
共
同
観
測
で
南
極
大
陸
上
の
昭
和
基

地
か
ら
み
ず
ほ
基
地
、
ド
ー
ム
ふ
じ
基
地
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
ワ
サ
基
地
ま
で
の
２
８
０
０
㎞
の
連
続
測
定
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
観
測
は
国
際
極
年
に
あ
わ
せ
た
国

際
観
測
計
画
で
す
。「
ド
ー
ム
ふ
じ
の
向
こ
う
に
ど
ん

な
科
学
の
テ
ー
マ
が
あ
る
か
」
探
る
の
も
課
題
で
す
。

南
ア
フ
リ
カ
か
ら
南
極
の
ノ
ボ
ラ
ザ
レ
フ
ス
カ
ヤ
基
地

（
ロ
シ
ア
）経
由
で
昭
和
基
地
付
近
ま
で
飛
行
機
で
到
着

し
、
氷
床
観
測
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
沿
岸
部
か

ら
１
０
０
０
㎞
内
陸
の
標
高
３
８
０
０
ｍ
の
高
原
ま
で
、

現
場
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
の
で
す
。
日
本
の
雪
上
車
4

台
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
雪
上
車
４
台
が
、
積
雪
表
層
観

測
レ
ー
ダ
ー
、
氷
床
深
部
観
測
レ
ー
ダ
ー
を
搭
載
し
、

移
動
し
な
が
ら
連
続
観
測
を
お
こ
な
い
、
雪
や
氷
を
電

波
で
計
測
し
ま
し
た
。
毎
日
　
時
間
ほ
ど
雪
上
車
で
走

10

行
し
、
積
雪
表
層
の
雪
の
構
造
か
ら
、
１
年
間
の
積
雪

量
、
風
向
、
平
均
気
温
を
推
定
し
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
グ
ル
ー
プ
の
氷
床
深
層
掘
削
の
拠
点
で
あ
る
ド
イ
ツ

の
コ
ー
ネ
ン
基
地
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ア
ボ
ア
基
地
も

訪
れ
ま
し
た
。
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南極からみる地球

司会 内島　典子
地域共同研究センター
産学官連携コーディネータ
技術アウトリーチを専門とし、
北見工業大学の魅力を全国に発信
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　亀
田
　　
南
極
で
は
、
沿
岸
か
ら
約
１
０
０
０
㎞
に
位

置
し
て
い
る
ド
ー
ム
ふ
じ
基
地
に
て
越
冬
観
測
を
２
回

実
施
し
ま
し
た
。
深
層
掘
削
の
準
備
を
し
な
が
ら
、
積

雪
の
積
も
り
方
や
降
っ
て
く
る
雪
結
晶
の
観
察
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
観
察
結
果
は
、
北
見
に
戻
っ
て
解
析
を

し
て
い
ま
す
。
解
析
結
果
か
ら
多
く
の
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
南
極
内
陸
の
ド
ー
ム
ふ
じ
基
地
で
採
取
さ
れ
た
ド
ー

ム
ふ
じ
深
層
コ
ア
氷
に
含
ま
れ
て
い
る
空
気
量（
含
有

空
気
量
）
の
測
定
か
ら
、
現
在
か
ら
２
万
１
千
年
前
の

最
終
氷
期
極
大
期
に
は
内
陸
の
ド
ー
ム
ふ
じ
は
現
在
よ

り
も
標
高
が
１
０
０
ｍ
低
く
な
っ
て
お
り
、
沿
岸
域
の

氷
床
は
逆
に
４
０
０
～
１
０
０
０
ｍ
程
度
高
く
な
っ
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
事
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
現
在
よ
り
も
寒
い
氷
期
に
は
海
水
か
ら
の
蒸
発
が

少
な
く
降
雪
量
が
少
な
い
こ
と（
内
陸
域
の
標
高
が
低

研究広報シリーズ〈２〉

高橋　修平
社会環境工学科教授
第23次南極地域観測隊越冬隊隊員
（1981年～1983年）
北見工業大学初の南極地域観測隊隊員
北見工業大学で唯一、みずほ基地にて３名で越冬

榎本　浩之
社会環境工学科教授
第34次南極地域観測隊越冬隊隊員
（1991年～1993年）
これまで３回、南極地域観測隊隊員を経験

亀田　貴雄
社会環境工学科准教授
第36次南極地域観測隊越冬隊隊員
（1994年～1996年）
第44次南極地域観測隊越冬隊隊員
（2002年～2004年）
北見工業大学で唯一、２回のドームふじ越冬の経験を持つ

舘山　一孝
社会環境工学科助教
これまで３回、南極地域観測隊隊員を経験
将来、越冬隊隊員としての参加を夢みる
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い
原
因
）、
氷
期
で
気
温
が
低
く
融
雪
量
が
少
な
い

こ
と（
沿
岸
域
で
標
高
が
高
か
っ
た
原
因
）が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
詳
細
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
誰
も
知
ら
な
い
事
を
明
ら
か
に
す
る

事
が
研
究
の
醍
醐
味
で
す
。
３
０
３
０
ｍ
深
の
氷
床

掘
削
に
よ
る
氷
の
分
析
で
は
、
最
下
部
の
氷
は
　
万
72

年
前
に
堆
積
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現
在
、

こ
の
氷
の
分
析
を
多
く
の
方
々
と
と
も
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
ド
ー
ム
ふ
じ
深
層
コ
ア
の
解
析
を
通
し
て
、

過
去
　
万
年
間
の
気
候
の
変
動
の
様
子
を
明
ら
か
に

72

し
、
今
後
の
地
球
の
気
候
変
動
予
測
に
結
び
つ
け
た

い
で
す
。

　
雪
結
晶
の
観
察
は
、
南
極
ド
ー
ム
ふ
じ
で
１
年
間

越
冬
し
た
際
に
、
降
っ
て
く
る
雪
結
晶
の
写
真
を
撮

影
し
、
そ
の
形
態
分
類
を
行
な
い
ま
し
た
。
約
１
㎜

程
度
の
砲
弾
集
合
型
雪
結
晶
の
形
態
を
明
ら
か
に
し

て
、
そ
れ
が
地
球
の
光
散
乱
過
程
に
与
え
て
い
る
影

響
を
世
界
で
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
い
で
す
ね
。

さ
ら
に
、
雪
の
積
も
り
方
の
研
究
で
は
、
１
９
９
５

年
に
　
ｍ
間
隔
で
　
本
の
竹
竿（
６
本
×
６
本
、
１

20

36

０
０
ｍ
×
１
０
０
ｍ
）
を
ド
ー
ム
ふ
じ
基
地
に
設
置

し
、
そ
れ
以
降
、
越
冬
中
は
　
日
毎
、
そ
れ
以
外
は

15

１
年
に
１
回
の
観
測
を
　
年
間
継
続
し
ま
し
た
。
そ

12

の
結
果
、
平
均
す
る
と
ド
ー
ム
ふ
じ
で
は
１
年
間
に

雪
で
　
・
２
㎜
積
も
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ

78

れ
は
水
に
換
算
す
る
と
、　

・
３
㎜
に
相
当
す
る
ん

27

で
す
よ
。

　
無
人
気
象
観
測
で
は
、
国
内
お
よ
び
米
国
で
開
発

し
た
無
人
気
象
観
測
装
置
を
南
極
氷
床
上
に
設
置
し
、

そ
の
場
所
の
気
温
、
風
速
、
風
向
な
ど
の
基
本
的
な

気
象
要
素
を
通
年
で
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

雪上面はアンテナのみで全て雪に埋も雪上面はアンテナのみで全て雪に埋もれれ
ているみずほ基ているみずほ基地地 高高橋橋

36本竹竿による雪尺測36本竹竿による雪尺測定定

みずほ基地での地吹雪観測システムABCと３種の地吹雪計があみずほ基地での地吹雪観測システム ABCと３種の地吹雪計があるる
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電磁誘導式氷厚計による氷上観電磁誘導式氷厚計による氷上観測測

舘舘山山

研究広報シリーズ〈２〉

南極からみる地球
国際共同利用の航空ネットワー国際共同利用の航空ネットワークク
での南極入での南極入りり

亀亀田田

榎榎本本

　舘
山
　　
主
な
テ
ー
マ
は「
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
で
海
氷
の
厚
さ
を

測
る
」
こ
と
で
す
。
マ
イ
ク
ロ
波
、

電
磁
誘
導
式
、
電
気
伝
導
度
式
の

３
つ
の
セ
ン
サ
を
使
い
、
衛
星
や

現
場
で
測
定
し
ま
す
。
前
述
３
つ

の
セ
ン
サ
を
使
っ
て
面（
人
工
衛
星

マ
イ
ク
ロ
波
セ
ン
サ
）で
広
範
囲
に

荒
っ
ぽ
く
、
線（
船
舶
搭
載
電
磁
誘

導
式
氷
厚
計
）
で
高
精
度
に
、
点

（
定
点
設
置
電
気
伝
導
度
式
氷
厚

計
）
で
詳
細
な
海
氷
の
厚
さ
・
内

部
情
報
を
測
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
手
法
は
全
て
サ
ロ
マ
湖
な

ど
で
の
実
験
か
ら
開
発
し
ま
し
た
。

失
敗
も
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
手

法
を
開
発
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
不
可

能
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
徐
々

に
判
っ
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
、

サ
ロ
マ
湖
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
な
ど

北
見
周
辺
で
開
発
・
試
験
し
た
技
術

が
南
極
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
技
術
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た

い
で
す
。
我
々
が
開
発
し
た
電
磁

誘
導
式
氷
厚
計
が
次
期
し
ら
せ
の

標
準
装
備
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
最
新
技
術
の
実
用
化
に
、
今

後
も
取
り
組
み
た
い
で
す
。

南極の氷は地球環境の歴史の年輪がつまった貴重なセンサー

昭和基地からしらせ停泊地点へ向かっての海氷厚さ分昭和基地からしらせ停泊地点へ向かっての海氷厚さ分布布



南極での生活 ～エピソード～
 　研究もさることながら、私達にとって未知の世界である南極ならではの面白い

エピソードをお聞かせ下さい。

司会

 

　
　
℃
の
屋
外
に
設
置
し

-70

た
ド
ラ
ム
缶
風
呂
に
入
る
た
め
に
、

　
℃
の
屋
外
で
素
っ
裸
に
な
る
と
、

-70体
か
ら
湯
気
の
よ
う
な
も
の
が
吹
き

出
す
こ
と
。　

℃
の
屋
外
で
　
℃
の

-70

+40

お
風
呂
に
入
る
と
、
お
湯
か
ら
の
水

蒸
気
が
顔
に
付
着
し
て
、
霜
が
で
き

る
こ
と
。
こ
の
霜
が
耳
に
付
く
と
大

変
痛
い
こ
と
。
な
お
、
同
様
な
経
験

は
、
屋
外
に
露
天
風
呂
が
あ
る
北
見

周
辺
の
ホ
テ
ル
な
ど
で
１
～
２
月
の

早
朝
に
経
験
で
き
る
と
思
い
ま
す
よ
。

亀
田

－70℃の屋外に設置したドラム缶風呂（亀田－70℃の屋外に設置したドラム缶風呂（亀田））

 

　
　
年
も
昔
の
越
冬
生
活
の
と
き
は
、
昭
和
基
地
に
は

25

や
っ
と
衛
星
電
話
が
入
っ
た
頃
で
し
た
が
、
私
の
い
た
み
ず
ほ

基
地
は
無
線
だ
け
が
頼
り
で
し
た
。
隊
員
は
家
族
等
３
人
に
電

報
発
信
許
可
証
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
家
族
は
電
報
局
に
行

っ
て「
南
極
昭
和
基
地
」と
言
っ
て
電
報
を
打
つ
の
で
す
。
す
る

と
電
信
電
話
公
社（
現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）は
銚
子
無
線
局
か
ら
昭
和
基
地

へ
モ
ー
ル
ス
信
号
の
無
線
で
届
け
、
昭
和
基
地
か
ら
は
音
声
の

短
波
通
信
で
伝
え
て
き
ま
す
。
我
々
に
は
モ
ー
ル
ス
信
号
は
無

理
な
の
で「
朝
日
の
ア
」と
か
言
っ
て
通
信
の
秘
密
を
保
ち
つ
つ

交
信
を
す
る
の
で
す
。
字
数
に
料
金
が
か
か
る
こ
と
で
も
あ
り
、

電
報
文
は
家
族
同
士
の
短
縮
暗
号
を
使
っ
た
り
、
で
き
る
だ
け

簡
潔
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
り
も
の
で
す
。
語
り
草
と
な
っ
て
い

る
あ
る
隊
員
の
奥
さ
ん
か
ら
の
文
章
は「
ア
ナ
タ
」と
い
う
３
文

字
だ
け
の
も
の
で
し
た
。
前
後
の
事
情
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

色
々
な
感
情
が
こ
も
っ
て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

高
橋

七面鳥の丸焼きも登場し七面鳥の丸焼きも登場したた
３人だけのクリスマスパーティ３人だけのクリスマスパーティーー
（中央：高橋（中央：高橋））

みずほ基みずほ基地地
冷やしそーめんを食べる（中央：高橋冷やしそーめんを食べる（中央：高橋））
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　亀田は、ドームふじが置かれている－80℃

にもなる環境の中で、霜が強い風に飛ばされ

て転がりながらできる、小さな氷のボールに

ついて研究しました。まるで雪でできた毬藻

（まりも）のようです。亀田はこれに、「雪ま

りも」と言う名前をつけました。
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研究広報シリーズ〈２〉

南極からみる地球

必要なのは知識や技術よりまず興味

自分の南極物語を心に描く

南極地域観測隊へ出発する舘南極地域観測隊へ出発する舘山山
この中から、「いつかは南極へ」と夢を抱く学生この中から、「いつかは南極へ」と夢を抱く学生もも

南極への夢 ～新しい研究者～
 　グローバルな研究、そして、南極でなければ経験できない体験、

南極への大きな魅力感じていますが、学生さんが南極に行くことも可能ですか？

司会

 

　
も
ち
ろ
ん
！
可
能
で
す
！
！

 

　
熱
意
が
あ
れ
ば
可
能
で
す
。
我
々
の
研

究
室
に
よ
く
顔
を
出
す
学
生
が
い
る
の
で
す
が
、
大

学
は
雪
や
氷
を
研
究
で
き
る
大
学
が
い
い
と
い
う
こ

と
で
入
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。
彼
な
ん
か
は
最

有
力
候
補
で
す
。

 

　
他
大
学
か
ら
は
南
極
に
す
で
に
た
く
さ

ん
の
学
生
が
行
っ
て
い
ま
す
。
私
達
も
南
極
に
行
き

た
い
と
い
う
学
生
を
待
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
の
は

知
識
や
技
術
よ
り
ま
ず
興
味
を
持
ち
、
そ
し
て
自
分

の
南
極
物
語
を
心
に
描
く
こ
と
で
す
。
動
機
が
強
け

れ
ば
技
術
や
知
識
も
身
に
つ
き
、
実
現
す
る
方
法
も

見
つ
か
り
ま
す
。

 

　
国
立
極
地
研
究
所
の
助
教
ポ
ス
ト
や
大

学
の
助
教
ポ
ス
ト
を
使
っ
て
南
極
観
測
隊
員
に
な
る

大
学
生
が
い
ま
す
。
私
が
２
０
０
３
年
に
ド
ー
ム
ふ

じ
で
越
冬
観
測
し
た
際
に
は
、
修
士
課
程
１
年
の
大

学
院
生
と
一
緒
で
し
た
。
彼
は
１
年
半
後
の
帰
国
時

に
再
び
修
士
課
程
１
年
か
ら
や
り
直
し
、
４
年
か
け

て
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
し
ま
し
た
。

 

　
既
に
他
大
学
で
は
何
人
も
い
ま
す
。
や

る
気
と
努
力
し
だ
い
で
す
。
夢
は供

M
ade
in
K
ita

m
i僑

の
技
術
と
研
究
者
を
増
や
す
こ
と
。
毎
年
学

生
が
南
極
や
北
極
に
行
っ
て
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
、

貴
重
な
経
験
を
積
ん
で
欲
し
い
。
帰
っ
て
き
た
ら
そ

の
経
験
を
生
か
し
て
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
欲
し

い
。
出
来
れ
ば
研
究
の
道
に
進
ん
で
同
僚
あ
る
い
は

ラ
イ
バ
ル
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
員

高
橋

榎
本

亀
田

舘
山

 　ぜひ新たな研究者が本学から生まれてほしいですね。

　研究広報シリーズ〈１〉〈２〉の２回にわたり、高橋、榎本、亀田、

舘山の４先生に北見工業大学で行われている南極に関連する研究、

そして、実際に南極で展開している研究や南極でのエピソードなど

をご紹介いただき、その意義、魅力や面白さなどをお伝えしてきま

した。

　先生方、ありがとうございました。

　南極越冬経験をお持ちですが今回は登場いただけなかった庄子・

佐々木両先生のご研究を含め、広報誌「オホーツクスカイ」では、北

見工業大学で進める様々な価値ある独創的研究をご紹介していき

ます。これからの「研究広報シリーズ」もお楽しみに。

司会

南極大陸内陸部で日本隊の出発を見送南極大陸内陸部で日本隊の出発を見送るる

日本日本隊隊

スウェーデンスウェーデン人人

日本日本人人



14Okhotsk Skies

誌
上
公
開
講
座

誌
上
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開
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・
２〈
共
通
講
座
〉

北
見
工
業
大
学
共
通
講
座
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
サ
イ
エ
ン
ス
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
、

人
文
科
学
・
社
会
科
学
の
領
域
の
公
開
講
座
を
市
民
対
象
に
例
年
開
講
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
哲
学
・
倫
理
学
、
言
語
学
、
文
学
・
比
較
文
化
学
、

比
較
法
学
の
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
が
自
身
の
分
野
で
講
義
し
て
い
ま
す
。

昨
年
４
回
目
を
迎
え
た
講
座
の
全
体
の
テ
ー
マ
は
、「
知
る
こ
と
は
愉
し
い
」
で
す
。

生
き
て
い
く
う
え
で
、
人
間
に
愉
し
み
を
恵
む
、
ア
ソ
ビ
の
よ
う
な
知
識
。

人
間
を
他
の
動
物
と
区
別
す
る
立
場
、
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス（
ア
ソ
ビ
人
）
こ
そ
私
た
ち

の
在
り
方
、
と
い
う
わ
け
で
、「
ア
ソ
ビ
人
の
愉
し
い
知
識
」
と
い
う

講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
に
取
り
上
げ
た
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
中
か
ら
、

以
下
に
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
す
。

シェイクスピア読みかじり
「生きるべきか、死ぬべきか、それが問題だ」
が問題だ！（沙翁翻訳事情）

鳴島史之（北見工業大学共通講座准教授）

　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
い
う
と
、
有
名
な
ハ
ム
レ
ッ
ト
の

T
o
be
or
not
to
be

…
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
台
詞
は
、
古

く
は
坪
内
逍
遥
の
時
代
か
ら
、
い
ろ
ん
な
翻
訳
が
出
て
い

ま
す
が
、「
生
き
る
べ
き
か
…
」
に
定
着
す
る
ま
で
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
紆
余
曲
折
を
経
て
、
現
在
に
至
り
ま
す
。「
生

き
る
べ
き
か
、
死
ぬ
べ
き
か
」
は
う
ま
く
行
っ
た
例
で
す

が
、
中
に
は「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
、
い
け
な
い
の
か
」

と
か
、
ま
た
は「
ア
リ
マ
ス
、
ア
リ
マ
セ
ン
、
ア
レ
ハ
ナ
ン

デ
ス
カ
？
」
な
ど
と
い
う
訳
ま
で
あ
り
ま
し
た
。

　
ア
レ
ハ
ナ
ン
デ
ス
カ
？
で
は
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
翻
訳
を
複
雑
に
し
た
原
因
は
、
二
つ
考

え
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
英
語
本
来
が
持
っ
て
い
る
問

題
。
も
う
一
つ
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
自
身
が
持
っ
て
い

た
問
題
で
す
。

　
最
初
の
問
題
は
、
外
国
文
化
の
流
入
期
に
特
徴
的
だ
っ

た
、
文
化
の
ズ
レ
か
ら
生
ず
る
誤
解
で
す
。
ア
レ
ハ
ナ
ン

デ
ス
カ
？
は
そ
の
典
型
例
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
誤
解
は
、

文
化
の
疎
通
が
充
分
に
か
な
っ
た
現
代
で
は
、
ほ
と
ん
ど

解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
の
問
題
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
独
自
の
問
題
で
す
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
い
う
作
家
は
と
て
も
複
雑
な
作
家
で
、
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あ
る
意
味
、
心
の
闇
を
抱
え
て
い
た
作
家
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
闇
自
体
が
文
学
を
研
究
す
る
時

の
大
き
な
魅
力
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
ハ
ム
レ
ッ
ト

の
台
詞
は
、
そ
の
闇
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
す
。
従
っ

て
、
解
釈
が
一
通
り
で
な
く
な
る
、
と
い
う
説
明
が
付
き

ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
、
た
と
え
自
国
の
文
化
で
あ
っ
て
も
、
個
人

個
人
で
異
な
る
解
釈
に
は
自
ず
と
ズ
レ
が
生
じ
、
そ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
様
々
な
読
み
が
現
れ
る
と
い
う
、

文
学
自
体
が
内
包
す
る
問
題
に
至
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
次

に
考
え
て
み
た
か
っ
た
の
が
、
日
本
の
作
家
と
の
比
較
で

し
た
。

　
例
え
ば
、
三
島
由
紀
夫
と
い
う
と
、
現
代
日
本
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
解
釈
の
存
在
す
る
作
家
で
、
そ
の
作
家
像
も

一
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
複
雑
な
作
家
の
一
人

と
も
言
え
ま
す
。
三
島
由
紀
夫
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
並

べ
て
み
て
、
共
通
点
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

　
三
島
の
最
後
の
四
部
作「
豊
穣
の
海
」
の
構
成
は
、
三
島

自
身
の
解
説
で
は
、
手
弱
女
ぶ
り
、
益
荒
男
ぶ
り
、
外
つ

国
ぶ
り
、
そ
し
て
Ｓ
Ｆ
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
群
は
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
コ
メ
デ
ィ
、
史
劇
･
悲
劇
、
ロ
ー
マ
劇
、

ロ
マ
ン
ス
劇
と
発
展
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ひ
弱
か
っ
た
幼
少
の
子
ど
も
が
、
力
を
蓄
え
、
演
じ
、

宣
言
し
、
散
っ
て
行
く
姿
は
、
三
島
の
人
生
そ
の
も
の
で

す
が
、
同
時
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
生
み
出
し
た
コ
リ
オ

レ
イ
ナ
ス
ま
た
は
マ
ク
ベ
ス
の
生
涯
に
重
な
り
ま
す
。
文

豪
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
順
風
満
帆
の
人
生
を
終
え
た
と
さ

れ
ま
す
が
、
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
終
わ
っ
た
の
か
、
と

疑
っ
て
か
か
る
の
が
文
学
者
の
悪
い
癖
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
お
か
げ
で
尽
き
せ
ぬ
文
学
的
問
題
に
発
展
し
て
い
く

わ
け
で
す
。

　『
冬
の
ソ
ナ
タ
』
な
ど
い
わ
ゆ
る「
韓
流
」
の
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
等
の
影
響
を
う
け

て
、「
純
愛
ブ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
流
行
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。「
泣
け
る
」映
画
の
流
行
も
時
を
同
じ
く
し
て
起
き
て
い
ま
し

た
。〈
男
女
間
の
純
粋
な
愛
〉
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
人
を
引
き
つ
け
て
や
ま
な
い

ス
ト
ー
リ
ー
な
の
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
一
方
で
、「
美
談
は
泣
い
て
疑
え
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。「
イ

イ
話
」
に
涙
し
て「
感
動
し
た
！
」
と
締
め
く
く
る
ば
か
り
で
は
、
せ
っ
か
く
素

晴
ら
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
を
体
験
し
た
の
に
も
っ
た
い
な
い
。
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー

の
素
晴
ら
し
さ
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
？
あ
る
い
は
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
ス
ト

ー
リ
ー
の
陰
に
隠
さ
れ
た〈
真
実
〉
と
は
一
体
何
か
？
こ
の
よ
う
な
問
い
を
、
純

愛
も
の
の
元
祖
と
も
言
え
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

を
題
材
に
、
考
え
て
み
ま
し
た
。

純
愛
分
析
　
福
士
航
（北
見
工
業
大
学
共
通
講
座
准
教
授
）

　
ひ
と
は
、
感
激
や
喜
び
を
自
分
ひ
と
り
の
胸
の
う
ち
に
秘
め
て
黙
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
な

か
な
か
難
し
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
思
想
家
、
芸
術
家
な
ど
と
い
う
、
自
己
顕
示
欲

の
旺
盛
な
ひ
と
び
と
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
な
こ
と
、
彼
ら
は
表
現
者（
表
現
、A

usdruck

と
は

ド
イ
ツ
語
で
、
外
に
押
し
出
す
と
い
う
意
味
な
の
で
す
か
ら
）
と
し
て
感
激
を
大
っ
ぴ
ら
に
露

わ
に
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
、
恋
が
成
就
し
た
、
と
言
う
風
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

感
激
で
は
な
く
、
戦
い
に
勝
利
し
た
、
と
い
う
公
共
的
な
感
激
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に

し
ま
す
。
祖
国
が
勝
利
し
た
と
い
う
愛
国
主
義
的
な
感
動
、
思
想
的
、
階
級
的
勝
利
へ
の
共
感

な
ど
様
々
な
形
態
が
み
ら
れ
ま
す
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
巡
る
相
対
す
る
感
情
、
ロ
シ
ア
と
対
す
る

小
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ソ
連
邦
人
民
の
勝
利
を
讃
え
る
複
雑
な
思
い
等
、
興
味
は
尽
き
ま
せ
ん

が
、
残
さ
れ
た
言
説
や
音
楽
作
品
を
評
価
し
て
み
る
と
、
と
は
す
な
わ
ち
、
作
品
自
体
を
虚
心

に
眺
め
て
み
ま
し
た
。

感
激
を
表
現
す
る
言
葉
、
あ
る
い
は
音
楽

芳
賀
和
敏
（北
見
工
業
大
学
共
通
講
座
准
教
授
）
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世
界
遺
産
登
録
は
知
床
に
と
っ
て
、
ま
た
知
床
に
か
か
わ
る
人
々
に
と
っ
て
、

ど
ん
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？
実
際
、
世
界
遺
産
登
録
に
あ
た
っ

て
は
、
各
方
面
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
課
題
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
遺
産

と
し
て
の
要
求
水
準
に
達
し
て
い
る
か
、
登
録
後
の
保
護
・
管
理
は
実
行
可
能

か
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
、
観
光
資
源
と
し
て
の
適
正
な
利
用
法
は
ど
う
い
う
も

の
か
、
漁
業
・
林
業
な
ど
、
産
業
資
源
と
し
て
の
利
用
に
ど
れ
ほ
ど
の
制
約
を

設
け
る
の
か
、
な
ど
な
ど
。
要
す
る
に
、
自
然
と
人
間
と
の
よ
り
よ
い
関
係
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
が
、
今
回
改
め
て
問
い
た
だ
さ
れ
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
た
だ
し
こ
の
問
い
に
正
確
な
解
答
を
与
え
る
の
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
農
学
や
生
態
学
に
加
え
、
経
済
学
や
実
際
の
社
会
調
査
を
踏
ま
え
た

慎
重
な
議
論
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
自
然
の
価
値
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
と
い
う
、
倫
理
学
的
視
点
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
い
わ

ゆ
る
環
境
倫
理
学
で
す
。
知
床
を
一
つ
の
き
っ
か
け
に
し
て
、
環
境
倫
理
学
の

世
界
を
紹
介
し
ま
し
た
。

知
床
の
環
境
倫
理
学

山
田
健
二
（北
見
工
業
大
学
共
通
講
座
准
教
授
）

もうひとつの物語
山田健二（北見工業大学共通講座准教授）

　
タ
バ
コ
や
酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
、
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
や
め
ら
れ

な
い
、
日
常
ご
く
あ
り
ふ
れ
た「
意
志
の
弱
さ
」
で
す
が
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
昔
か
ら
、
意
志
の
弱
さ
は
説
明
の
困
難
な
哲
学
的
難
問
で
し
た
。

哲
学
は
人
間
を
理
性
的
動
物
と
仮
定
し
ま
す
が
、
知
ら
な
い
で
よ
く
な

い
こ
と
を
実
行
す
る
な
ら
と
も
か
く
、
よ
く
な
い
と「
わ
か
っ
て
い
る
」

も
の
を
、
わ
ざ
わ
ざ「
選
ん
で
」
実
行
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
い
か
に
し

て
合
理
的
に
可
能
な
の
か
？
人
間
の
中
に
は
理
性
の
届
か
な
い
、
不
合

理
な
深
い
闇
が
や
は
り
潜
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
闇
で
は
哲
学

は
も
は
や
無
用
な
の
だ
ろ
う
か
？
し
か
し
、
最
近
の
依
存
症
研
究
に
よ

れ
ば
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
可
能
な
も
の
と
し
て
自
分
を
再
認
識
す
る
こ

と
で
、
不
思
議
な
こ
と
に
自
分
を
よ
り
よ
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
再
び
可
能
に
な
る
ら
し
い
の
で
す
。

　
不
合
理
性
を
合
理
化
す
る
、
哲
学
の
冒
険
を
試
み
ま
し
た
。

　
ロ
シ
ア
に
は
、
ア
ネ
ク
ド
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
小
話

の
文
化
が
あ
る
。
帝
政
ロ
シ
ア
か
ら
ソ
連
社
会
主
義

ま
で
、
ロ
シ
ア
で
は
、
自
由
に
物
が
言
え
な
い
時
代

が
続
い
た
。
そ
ん
な
時
、
ロ
シ
ア
の
民
衆
は
、
表
向

き
は
権
力
に
従
う
振
り
を
し
な
が
ら
、
裏
で
は
ア
ネ

ク
ド
ー
ト
で
権
力
者
を
風
刺
し
、
憂
さ
晴
ら
し
を
し

て
き
た
。
ア
ネ
ク
ド
ー
ト
は
、
ロ
シ
ア
の
過
酷
な
現

実
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
り
、
権
力
者
へ
の
一
口
レ
ジ
ス

タ
ン
ス
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

ソ
連
崩
壊
後
の
有
名
な
例
を
一
つ
。

　「
社
会
主
義
と
は
何
か
」

　
と
教
授
が
学
生
に
尋
ね
ま
す
。

　「
資
本
主
義（
帝
政
ロ
シ
ア
）
か
ら
資
本
主
義（
現
代

ロ
シ
ア
）
へ
と
至
る
、
つ
ら
く
て
長
い
道
の
り
の
こ

と
で
す
」

　
こ
の
講
義
で
は
、
ロ
シ
ア
の
ア
ネ
ク
ド
ー
ト
を
紹

介
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
社
会
の
特
質
や
ロ
シ
ア
人
気

質
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

ジ
ョ
ー
ク
か
ら
見
る
ロ
シ
ア
社
会

阿
曽
正
浩
（北
見
工
業
大
学
共
通
講
座
准
教
授
）
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ホッタイモイジルナ！？
土橋善仁（北見工業大学共通講座准教授）

　
英
語
の
発
音
は
な
ぜ
あ
ん
な
に
聞
き
取
り
に

く
い
の
で
し
ょ
う
か
？
知
っ
て
る
は
ず
の
単
語

な
の
に
聞
き
取
れ
な
い
。
読
め
ば
分
か
る
の
に
、

聞
く
と
サ
ッ
パ
リ
わ
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
経
験

を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
な
ぜ
な
の
で

し
ょ
う
？
話
す
と
き
で
も
、
丁
寧
に「
ホ
ワ
ッ

ト
タ
イ
ム
イ
ズ
イ
ッ
ト
ナ
ウ
？
」
と
言
っ
て
も

全
く
通
じ
な
い
の
に
、「
ホ
ッ
タ
イ
モ
イ
ジ
ル

ナ
？
」
と
言
え
ば
通
じ
る（
か
も
し
れ
な
い
）
の

は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
？

　
日
本
語
も
英
語
も
、
同
じ
人
間
の
言
語
。
そ

ん
な
に
違
う
ハ
ズ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
何

が
同
じ
で
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？
母
音
で

し
ょ
う
か
？
子
音
で
し
ょ
う
か
？
本
講
座
で
は
、

母
音
や
子
音
と
い
っ
た
表
面
的
な
音
の
背
後
に

隠
さ
れ
た「
構
造
」
を
解
き
明
か
し
、
日
本
語
と

英
語
の
発
音
の
差
異
を
言
語
学
の
観
点
か
ら
考

察
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
構
造
と
い
う
概
念
が

言
語
学
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、

あ
る
い
は
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
獲
得
さ
れ
る
の

か
と
い
う
言
語
学
最
大
の
問
題
を
概
説
し
ま
し

た
。

誌
上
公
開
講
座
・
２〈
共
通
講
座
〉

　
私
た
ち
は
、
外
界
か
ら
の
刺
激
に
た
だ

反
応
し
て
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
独

立
の「
内
的
な
」世
界
を
持
つ
と
言
わ
れ
ま

す
。
そ
う
し
た「
内
的
」と
思
わ
れ
る
も
の

の
最
た
る
も
の
が
、「
夢
」
と「
想
像
」
で

し
ょ
う
。
特
に
夢
に
つ
い
て
は
、
起
き
て

い
る
時
は
想
像
も
し
な
い
よ
う
な
突
飛
な

夢
を
見
る
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
意
味
で
夢
は
自
発
的
な
想
像
を
超
え
て

お
り
、
そ
こ
で
は
あ
た
か
も
も
う
一
つ
の

別
の
世
界
を
受
動
的
に
経
験
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
う
言
う

と
夢
や
想
像
は
と
て
も
私
的
な
も
の
で
、

外
か
ら
は
観
察
で
き
な
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
今
日
で
は
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

で
様
々
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
科
学
的
探
究
の
成
果
を
概
観
し

な
が
ら
、
本
講
座
で
は
以
下
の
よ
う
な
ト

ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
哲
学
的
に
考
察
し
ま
し

た
。

敢
　夢
と
は
何
か
？

柑
　夢
の
神
経
生
理
学

桓
　夢
の
中
の「
私
」

棺
　夢
の
進
化
論
的
価
値

款
　知
覚
と
夢
、
知
覚
と
想
像

歓
　明
晰
夢
：
意
図
通
り
に
な
る
夢
？

汗
　夢
は
想
像
の
一
種
か
？

漢
　夢
、
想
像
、
現
実

夢
と
想
像
の
哲
学水

本
正
晴
（北
見
工
業
大
学
共
通
講
座
准
教
授
）
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２
０
０
８
年
８
月
　
日
か
ら
５
泊
６
日
の
日

18

程
で
、
韓
国
の
晋
州
市
に
あ
る
国
立
慶
尚
大
学

校
工
科
大
学
と
の
交
流
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。

北
見
工
業
大
学
か
ら
は
９
人
の
学
生
が
参
加
し
、

韓
国
の
学
生
さ
ん
達
と
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
慶
尚
大
学
は
学
生
数
２
万
の
総
合
大
学
で
あ

り
、
今
年
で
こ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
　
年
目

10

を
迎
え
ま
し
た
。
隔
年
の
相
互
訪
問
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
研
修
に
つ
い
て
、
研
修
参
加

者
の
声
を
交
え
な
が
ら
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
初
日
は
、
釜
山
港
ま
で
迎
え
に
来
て
い
た
だ

き
、
釜
山
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

バ
ス
で
晋
州
市
に
移
動
。
大
学
の
正
門
に
立
派

な
横
断
幕
が
掲
げ
て
あ
り
、
学
生
達
は
感
動
し

た
様
子
で
し
た
。

　
大
学
に
到
着
し
て
か
ら
早
速
開
講
式
が
あ
り
、

韓
国
の
学
生
会
の
皆
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
大
学
構

内
を
散
策
し
ま
し
た
。
歓
迎
夕
食
会
は
焼
肉
で
、

お
酒
の
席
の
作
法
を
学
び
ま
し
た
。 
情
報
シ

ス
テ
ム
工
学
科
３
年
の
副
島
君
は
、「
初
日
の

夕
食
会
か
ら
言
葉
の
壁
は
あ
り
ま
し
た
が
、
和

気
藹
々
と
 （
ヒ
ョ
ン
）達
と
酒
を
飲
み
合
え
た

の
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
す
。

（
　 
 《
ヒ
ョ
ン
》
…
韓
国
語
で
兄
の
意
。
親
し
い

関
係
に
あ
る
血
縁
の
無
い
年
長
者
に
も
使
用
す

る
。
男
性
か
ら
の
呼
称
。）

　
２
日
目
は【
日
韓
文
化
の
理
解
―
茶
室
を
中

心
に
―
】
と
い
う
講
義
を
聴
き
ま
し
た
。
機
能

材
料
工
学
科
３
年
の
緒
方
君
は「
ま
さ
か
千
利

休
の
生
き
方
を
韓
国
で
学
ぶ
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
日
本
の

昔
の
お
茶
室
が
小
さ
い
理
由
を
通
し
江
戸
時
代

の
歴
史
・
思
想
を
知
る
事
が
で
き
感
動
し
ま
し

た
。」
と
い
う
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
講
義
の
後
、
晋
州
市
内
の
見
学
に
出
か
け
ま

し
た
が
、
皆
の
印
象
に
深
く
残
っ
た
の
は
晋
州

城
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
要
塞
と
し
て
、
度
々
戦

地
と
な
っ
た
場
所
で
す
が
、
皆
、
ガ
イ
ド
さ
ん

の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
３
日
目
、
４
日
目
は
１
泊
２
日
で
楽
安
と
咸

陽
を
訪
問
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
製
鉄
所
を

見
学
、
昼
食
は
 両
班
 定
食
を
食
べ
、
楽
安
に
あ

リ
ャ
ン
バ
ン

る
民
族
 邑
 を
見
て
回
り
ま
し
た
。
こ
の
民
族

む
ら

 邑
 

む
ら

に
は
現
在
も
人
が
住
ん
で
い
る
た
め
、
昔
な
が

ら
の
生
活
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
ヒ
ッ
ト
ド
ラ
マ「
大
今
長（
邦
題：

チ
ャ
ン
グ

ム
の
誓
い
）」
の
ロ
ケ
地
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

古
い
家
や
生
活
習
慣
等
、
学
生
た
ち
は
興
味
津

々
で
し
た
。（
両
班
…
韓
国
の
貴
族
）

　
次
に
、
楽
安
に
あ
る
仙
嶽
寺
に
行
き
ま
し
た
。

韓
国
で
は
屋
根
の
普
請
時
に
寄
付
を
募
る
た
め

瓦
に
願
掛
け
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
研

修
参
加
者
全
員
が
思
い
思
い
の
願
い
を
、
そ
れ

ぞ
れ
、
様
々
な
言
葉
で
記
し
ま
し
た
。
日
本
語

は
勿
論
、
韓
国
語
や
中
国
語
で
書
か
れ
た
瓦
が

仙
嶽
寺
の
屋
根
に
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
日
本
へ
無
事
帰
れ
ま
す
よ
う
に
」「
日
韓
友
好
」

「
世
界
平
和
」な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
の
願
い

が
叶
う
と
良
い
で
す
ね
。

　
そ
の
日
の
夜
は
、
竹
塩
を
研
究
さ
れ
て
い
る

仁
山
研
究
所
の
宿
泊
施
設
に
泊
ま
り
ま
し
た
。

歓迎横断幕の前で（正門歓迎横断幕の前で（正門））

晋州城前でジャンプ晋州城前でジャンプ！！

楽安邑見学楽安邑見学中中

韓韓国国　慶尚大慶尚大学学
交流研修を終え交流研修を終えてて

国際交流センタ国際交流センターー 特任講師　特任講師　堀尾佳以堀尾佳以
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土
木
開
発
工
学
科
４
年
の
土
肥
君
が「
慶
尚
大

学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
に
は
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
時
に

は
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
正
直
、
親
善
大

使
と
い
う
、
言
葉
は
重
た
か
っ
た
け
ど
、
交
流

は
た
く
さ
ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
飲
ん
だ
り
、

焼
き
肉
を
た
べ
た
り
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。」
と

感
想
を
書
い
て
く
れ
た
よ
う
に
、
韓
国
の
学
生

さ
ん
達
が
ゲ
ー
ム
を
準
備
し
て
く
れ
て
、
大
い

に
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。
日
本
と
は
違
う
楽
し

み
方
を
経
験
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
感
想
文
に
も「
韓
国
の
友
人
と
二
人
で
朝
７

時
頃
ま
で
色
々
な
こ
と
を
話
し
た
こ
と
は
今
回

の
留
学
で
の
大
き
な
財
産
で
す
。」と
あ
っ
た
よ

う
に
、
明
け
方
ま
で
交
流
は
続
き
、
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
の
日
は
朝
か
ら
咸
陽
の
郡
守
さ
ん
を
訪
問

し
ま
し
た
。
咸
陽
の
歴
史
を
学
び
、「
さ
つ
ま

い
も
ジ
ュ
ー
ス
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生

達
が
咸
陽
郡
守
さ
ん
の
名
刺
に
書
か
れ
て
い
る

ハ
ン
グ
ル
を
読
ん
だ
の
を
見
て
、
郡
守
さ
ん
が

「
凄
い
！
」と
感
心
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
事

前
韓
国
語
学
習
が
実
を
結
び
ま
し
た
。
今
後
も

続
け
て
頑
張
っ
て
、
意
思
疎
通
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
両
班
の
お
屋
敷
あ
と
や
、
蓮
池
を

見
学
し
ま
し
た
。
咸
陽
近
郊
は
蓮
や
蓮
根
で
有

名
な
よ
う
で
、
昼
食
も
蓮
根
づ
く
し
の
定
食
で
、

め
ず
ら
し
い
蓮
の
お
茶
も
堪
能
し
ま
し
た
。
１

泊
２
日
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、
と
て
も

内
容
の
濃
い
旅
行
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
研
修
最
終
日
は
、
午
前
・
午
後
と
も
講
義
で

し
た
。【
晋
州
市
の
歴
史
・
チ
ャ
ン
グ
ム
に
見
る

韓
流
】
と
い
う
講
義
は
興
味
深
か
っ
た
よ
う
で
、

真
剣
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。
午
後
は
英
語
の

【
東
ア
ジ
ア
３
カ
国
の
連
携
】
と
い
う
講
義
で
、

少
々
難
し
い
内
容
だ
っ
た
の
で
す
が
、
分
か
ら

な
い
と
こ
ろ
は
質
問
し
な
が
ら
、
一
生
懸
命
学

ん
で
い
ま
し
た
。

　
授
業
後
は
、
お
別
れ
会
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
ナ

イ
ト
ク
ラ
ブ
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

特
に
、
学
生
同
士
で
遊
べ
る
の
も
最
後
と
あ
っ

て
、
皆
、
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し

た
。
特
に
、
お
別
れ
会
で
韓
国
の
学
生
が
言
っ

た
、「『
会
え
る
と
信
じ
て
い
れ
ば
必
ず
会
え

る
』
と
い
う
言
葉
に
感
激
し
、
思
わ
ず
涙
」
し

た
学
生
も
い
ま
し
た
。
気
持
ち
が
通
じ
、
良
い

関
係
が
築
け
た
証
拠
で
し
ょ
う
。

　
出
発
の
日
の
朝
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
お
世
話

に
な
っ
た
家
族
と
そ
れ
ぞ
れ
別
れ
を
惜
し
み
、

学
校
に
集
合
し
ま
し
た
。
今
回
、
２
日
で
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
変
わ
っ
た
学
生
も
い
ま
し
た
。

電
気
電
子
工
学
科
３
年
の
沖
松
君
は
、「
短
い

時
間
で
本
当
の
家
族
の
よ
う
に
な
れ
て
幸
せ
な

時
間
で
し
た
。
来
年
の
冬
休
み
に
こ
の
家
族
が

私
の
実
家
で
あ
る
京
都
に
や
っ
て
き
て
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
と
き
に
韓
国
語

が
少
し
で
も
上
達
し
て
い
る
よ
う
に
こ
つ
こ
つ

と
勉
強
し
て
お
き
た
い
で
す
。」と
感
想
を
述
べ

て
い
ま
す
。
今
回
の
交
流
で
一
般
的
な
家
庭
に

滞
在
で
き
た
こ
と
は
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
博
士
後
期
課
程
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
２
年
の

朱
智
瑩
さ
ん
は「
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、
韓

咸陽の古木を囲ん咸陽の古木を囲んでで
バンザーバンザーイイ

楽安邑の家屋楽安邑の家屋でで
書簡を読書簡を読むむ 仙嶽寺普請の願か仙嶽寺普請の願かけけ：：願いを込めて真剣に書く様子願いを込めて真剣に書く様子。。

MT（MembershipTraining）１泊２日の旅：夜の宴会で韓国の文化を学び、大いに盛り上がるMT（Membership Training）１泊２日の旅：夜の宴会で韓国の文化を学び、大いに盛り上がる。。



20Okhotsk Skies

国
　
際
　
交
　
流

国
の
学
生
さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
せ
た
こ
と
。
若

さ
は
パ
ワ
ー
だ
っ
た
。
情
熱
を
感
じ
た
。
初
め

て
日
本
の
お
酒
の
ゲ
ー
ム
を
し
た
。
日
本
人
、

韓
国
人
、
台
湾
人
、
中
国
人
、
そ
ん
な
こ
と
は

関
係
な
か
っ
た
。
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
、
英
語

の
歌
、
日
本
語
の
歌
、
韓
国
語
の
歌
、
中
国
語

の
歌
、
意
味
は
全
部
分
か
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
け

ど
楽
し
め
た
。
ク
ラ
ブ
に
も
行
っ
た
。《
音
楽

＋
照
明
＋
ダ
ン
ス
＋
若
者
＋
リ
ラ
ッ
ク
ス
＝
美

し
い
夢
み
た
い
な
現
実
》」
と
、
今
回
の
交
流
で

得
た
も
の
の
大
き
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

博
士
前
期
課
程
化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
１
年

の
林
心
盈
さ
ん
も「
６
日
間
は
、
本
当
に
短
か

っ
た
け
ど
、
今
回
の
短
期
交
流
の
体
験
、
特
に

初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
優
し
い
家
族
、
新

し
い
友
達
…
私
は
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
思

い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
研
修
を
通
し
て
、
電
気
電
子
工
学

科
４
年
の
大
森
君
は「
自
分
の
触
れ
た
こ
と
の

な
い
異
文
化
を
目
の
当
た
り
に
す
る
事
で
、
日

本
と
い
う
自
分
の
生
ま
れ
た
国
と
の
比
較
、
自

分
自
身
が
も
っ
と
日
本
や
世
界
の
事
を
勉
強
す

べ
き
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
知
ら
な
い
事
だ
ら
け
の
世
界
で
一
つ
で
も

多
く
の
事
を
知
り
た
い
、
勉
強
し
た
い
。
そ
ん

な
気
持
ち
を
芽
生
え
さ
せ
て
く
れ
た
、
本
当
に

濃
い
一
週
間
で
し
た
。」と
感
想
を
述
べ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
土
木
開
発
工
学
科
４
年
の
佐
々
木
君

は「
韓
国
に
１
週
間
留
学
し
て
み
て
、
韓
国
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま
し
た
。
韓
国
の

人
は
私
達
に
親
切
に
そ
し
て
情
熱
を
も
っ
て
接

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
韓
国

の
こ
と
を
知
り
、
韓
国
人
と
英
語
で
は
な
く
韓

国
語
で
話
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
、

今
後
の
交
流
に
向
け
て
の
意
気
込
み
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
博
士
前
期
課
程
電
気
電
子
工
学
専

攻
１
年
の
矢
澤
君
は「
日
本
語
が
話
せ
る
、
日

本
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
日
本
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
方
が
と
て
も
多
く
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
相
手
の
こ
と
を
理
解
す
る
姿
勢
の
大
切

さ
は
、
個
人
単
位
で
も
国
単
位
で
も
通
ず
る
こ

と
が
あ
る
…
こ
れ
が
、
今
回
の
研
修
で
私
が
学

べ
た
１
番
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
２
０
０
８
年
夏
、
様
々
な
問
題
で
日
韓
関
係

が
不
安
定
な
中
の
訪
韓
で
し
た
が
、
こ
の
交
流

を
通
じ
て
得
た
友
人
と
経
験
を
糧
に
、
韓
国
と

の
懸
け
橋
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

咸陽蓮池咸陽蓮池前前ホストファミリーと一緒ホストファミリーと一緒にに

講義の様子。真面目に勉強講義の様子。真面目に勉強中中 咸陽郡守表敬訪咸陽郡守表敬訪問問

咸陽の由緒ある両班のお屋敷咸陽の由緒ある両班のお屋敷でで
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国
　
際
　
交
　
流

お別れお別れ会会 ナイトクラナイトクラブブ

ボーリング対抗ボーリング対抗戦戦

慶尚大学の学生と別れを惜し慶尚大学の学生と別れを惜しむむ

　
２
０
０
８
年
７
月
　
日
、
台
湾
勤

28

益
科
技
大
学(N

ational
C
hin-Y

i
U

niversity
of
T
echnology)

の
林
 

生
教
授
、
陳
文
淵
教
授
、
曹
振
東
教

授
、
黄
世
演
教
授
が
本
学
を
訪
れ
、

本
学
と
台
湾
勤
益
科
技
大
学
と
の
学

術
・
教
育
交
流
協
定
書
の
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
本
学
と
台
湾
勤
益
科
技
大
学
と
は
、

以
前
か
ら
本
学
の
教
員
と
共
同
研
究

を
行
っ
て
い
る
な
ど
交
流
が
盛
ん
で

あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き
研
究
者
及

び
学
生
の
交
流
に
つ
い
て
も
進
め
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

「
学
術
・
教
育
交
流
協
定
」
及
び「
学

生
交
流
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
今
回
本
学
を
訪
問

さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
陳
坤
盛
学
長
は

所
用
に
よ
り
来
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
後
の
交
流
や
国
際

共
同
研
究
に
つ
い
て
、
本
学
学
長
と

の
間
で
有
意
義
な
会
談
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
同
じ
く
台
湾
の

中
国
医
薬
大
学
と
の
学
術
・
教
育
交

流
協
定
の
締
結
も
承
認
さ
れ
て
お
り
、

今
年
度
両
大
学
を
訪
問
し
、
研
究
者
、

学
生
の
交
流
や
国
際
共
同
研
究
に
つ

い
て
話
し
合
う
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
協
定
締
結
で
本
学

の
学
術
・
教
育
交
流
協
定
大
学
は
８

か
国
　
大
学
と
な
り
ま
し
た
。

18

台湾勤益科技大学との
国際交流締結

深夜映画の後深夜映画の後でで
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４
月
か
ら
学
長
室
ブ
ロ
グ「
オ
ホ
ー
ツ

ク
ブ
ル
ー
の
空
か
ら
、
学
長
室
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
鮎

田
学
長
、
高
橋
理
事
、
佐
々
木
理
事
、
田

牧
副
学
長
、
青
木
副
学
長
、
石
川
事
務
局

長
の
６
人
が
交
代
で
近
況
を
投
稿
し
て
い

ま
す
。

北
見
工
業
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kitam

i-it.ac.jp

）
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
６
月
８
日
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー（
東
京
）で
開
催
さ

れ
た「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
ロ
ボ
コ
ン
２
０
０
８

～
Ａ
Ｂ
Ｕ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
ロ
ボ
コ
ン
代

表
選
考
会
」
に
、
北
見
工
業
大
学
タ
マ
ネ

ギ
戦
隊
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。 

　
結
果
は
、
予
選
リ
ー
グ
を
６
位
で
通
過

し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
準
々
決
勝

で
名
古
屋
工
業
大
学
に
敗
れ
た
も
の
の
、

マ
シ
ン
を
跳
ば
し
て
得
点
を
す
る
と
い
う

難
し
い
技
術
に
挑
戦
し
て
観
客
を
感
動
さ

せ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
ア
イ
デ
ア

賞
と
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
か
ら
の
特
別
賞
を

ダ
ブ
ル
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
６
月
　
日
、
平
成
　
年
度
ベ
ス
ト
テ
ィ

13

19

ー
チ
ン
グ
賞
の
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
賞
は
平
成
　
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、

13

今
回
は
平
成
　
年
度
に
実
施
し
た
学
生
に

19

よ
る
授
業
評
価
の
結
果
、
授
業
に
対
す
る

準
備
、
熱
意
、
指
導
等
が
顕
著
で
あ
る
と

さ
れ
た
教
員
７
名
が
受
賞
し
、
こ
の
う
ち

１
名
は
３
度
目
、
３
名
は
２
度
目
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
授
業
形
態
や
教

材
な
ど
の
工
夫
で
教
育
改
善
が
顕
著
で
あ

っ
た
教
員
を
表
彰
す
る「
エ
ク
セ
レ
ン
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
賞
」
の
該
当
者
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

「
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
賞
」
受
賞
者

 機

械

工

学

科
  准
教
授
 
山
田
貴
延

 社
会
環
境
工
学
科
  助

教
 
舘
山
一
孝

 電
気
電
子
工
学
科
  准
教
授
 
菅
原
宣
義

 情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
  教

授
 
山
田
浩
嗣

 バ
イ
オ
環
境
化
学
科
 
 准
教
授
 
星
　
雅
之

 マ
テ
リ
ア
ル
工
学
科
  准
教
授
 
宇
都
正
幸

 共

通

講

座
  准
教
授
 
阿
曽
正
浩

　
６
月
　
日
、
北
見
工
業
大
学
を
会
場
と

21

し
て「
父
母
懇
談
会（
春
季
）」
を
実
施
し
ま

し
た
。

N
H
K

大
学
ロ
ボ
コ
ン
で

薪ア
イ
デ
ア
賞
親

薪特
別
賞
親

ダ
ブ
ル
受
賞

学
長
室
ブ
ロ
グ
が

ス
タ
ー
ト

「平
成
　
年
度

19

ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
賞
」

表
彰
式
を
実
施

父
母
懇
談
会
を

開
催
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当
日
は
、
全
国
か
ら
１
４
２
組
１
９
８

名
の
父
母
が
参
加
し
、
鮎
田
学
長
か
ら
の

挨
拶
、
全
体
説
明
の
後
、
田
牧
副
学
長
か

ら「
本
学
の
教
育
及
び
就
職
状
況
等
」に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生

後
援
会
会
長
か
ら
は
、
後
援
会
の
活
動
状

況
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
情
報
が

父
母
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
学
科
・
専
攻
に
分
か
れ
た

個
別
面
談
で
は
、
各
学
科
の
教
員
が
対
応

し
、
父
母
か
ら
は
修
学
状
況
、
就
職
等
に

つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
熱
心
な
や
り
と
り

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
大
学
祭

に
併
せ
て
開
催
す
る
と
と
も
に
、
説
明
会

場
前
に
お
い
て
は
、
昨
年
３
月
に
大
学
認

定
商
品
と
な
っ
た
菓
子「
雪
ま
り
も
」
の
他
、

大
学
関
連
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
札
幌
、
盛
岡
、
大
阪
の
各

地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
７
月
７
日
～
９
日
に
開
催
さ
れ
た
北
海

道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
道
東
か

ら
世
界
に
環
境
映
像
を
発
信
す
る
た
め
，

本
学
、
帯
広
畜
産
大
学
及
び
東
京
農
業
大

学
が
連
携
し
、
環
境
に
関
す
る
研
究
の
取

組
み
に
つ
い
て
の
映
像
作
品（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
約

　
分
）
を
制
作
し
ま
し
た
。

33　
本
学
か
ら
は
、「
衛
星
に
よ
る
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
の
海
氷
観
測
」（
榎
本
浩
之
・
社
会

環
境
工
学
科
教
授
）、「
知
床
峠
の
積
雪
観

測
」（
高
橋
修
平
・
社
会
環
境
工
学
科
教
授
）、

「
知
床
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
３
Ｄ
バ
ー
チ
ャ
ル
ビ
ジ

ョ
ン
除
雪
支
援
シ
ス
テ
ム
」（
羽
二
生
博
之

・
機
械
工
学
科
教
授
）、「
地
中
熱
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
」（
佐

々
木
正
史
・
機
械
工
学
科
教
授
）
の
４
つ

の
研
究
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
映
像
作
品
は
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
期

間
中
、
国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
る
留
寿
都
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の

北
海
道
情
報
館
に
お
い
て
、
海
外
の
プ
レ

ス
関
係
者
に
向
け
て
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
映
像
は
北
見
工
業
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kitam

i-it.ac.jp

）
で
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　
７
月
　
日
、「
北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
」
舞

18

踊
パ
レ
ー
ド
に
北
見
工
業
大
学
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。
舞
踊
パ
レ
ー
ド
は
、

「
北
見
ば
や
し
」
に
合
わ
せ
踊
り
な
が
ら
、

商
店
街
を
パ
レ
ー
ド
す
る
も
の
で
、
今
年

は
約
２
、
５
０
０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま

し
た
。
本
学
か
ら
は
学
生
、
留
学
生
、
教

職
員
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

77

環
境
研
究
紹
介

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作

衛星によるオホーツク海の海氷観測（榎本教授）

知床のGPS3Dバーチャルビジョン除雪支援システム（羽二生教授）

舞
踊
パ
レ
ー
ド

に
参
加



●
北
見
工
業
大
学
広
報
誌
編
集
委
員
会

委
員
長
　
学
長
補
佐
（
広
報
担
当
）
 

田
村
　
淳
二

委
　
員
　
機
械
工
学
科
 

鈴
木
聡
一
郎

社
会
環
境
工
学
科
 

八
久
保
晶
弘

電
気
電
子
工
学
科
 

菅
原
　
宣
義

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
 

後
藤
文
太
朗

バ
イ
オ
環
境
化
学
科
 

兼
清
　
泰
正

マ
テ
リ
ア
ル
工
学
科
 

射
水
　
雄
三

共
通
講
座
 

鳴
島
　
史
之

地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
 

鞘
師
　
　
守

 

内
島
　
典
子

企
画
広
報
課
 

小
野
　
勝
巳

 

坂
田
　
　
寿

●
本
誌
へ
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

●
本
誌
は
北
見
工
業
大
学
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
郵
送
の
ご
希
望
も
お
受
け
し
ま
す
。

●
連
絡
先
　
北
見
工
業
大
学
企
画
広
報
課

●
〒
０
９
０
倆
８
５
０
７
　
北
見
市
公
園
町
１
６
５
番
地

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
５
７
）
２
６
倆
９
１
１
６

 Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
５
７
）
２
６
倆
９
１
２
２
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